
 

決算特別委員会産業建設分科会 

Ｒ４．９．１４（水） 

午  時  分～       

                                                                    場所：全員協議会室 

 

１ 開 議 

 

２ 事務事業評価選定事業の論点整理 

（１）道路維持経費 

（２）排水路新設改良事業費 

（３）森林活用推進事業経費 

（森林意向調査実施計画策定業務委託料・森林経営管理権集積計画業務委託料） 

 

３ その他 

（１）審査日程 

  ・９月１５日（木）１０：３０～ 所管分審査（まちづくり推進部）、事務事業評価 

  ・９月１６日（金）１０：００～ 所管分審査（産業観光部）、事務事業評価 

  ・９月２０日（火）１０：００～ 所管分審査（上下水道部）、分科会討論・採決 
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◎事務事業評価 論点整理資料 
 

①道路維持経費 

選定理由・

勉強会での

意見 

○担当課は予算が少なく苦慮している。 

〇まだまだ整備が必要なところがあるので、しっかりとやっていっても

らいたい。 

〇今までは大丈夫だと思っていたところが、一気に老朽化してきてい

る。要望が非常に多くなっているので、ちょっとずつしか直せない。 

〇優先順位はどうなっているのか。 

〇予算が少なすぎる。 

〇中山間部はなかなか直せていない。 

〇議員がいない地元は要望を聞いてもらえないと聞く。それはおかし

い。各町の要望に応じた予算を担保して、各町に返していかなければ

ならない。 

〇年間に、各自治会からの要望はどのぐらいあり、そのうちの何パーセ

ントできているのか。優先順位をつけてやっていると言うが、忖度は

ないのか。 

〇年間に、道路の陥没等の破損により、損害賠償請求されている件数は

どのぐらいあるのか。どのぐらい保険を使ったのか。 

〇地元から言わないと、道路の破損などは、行政は分からないのか。道

路パトロールしてないのではないのか。いいかげんにしているのでは

ないのか。 

参考 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞         （単位：円） 

主な経費 Ｒ３決算 Ｒ２決算 Ｒ１決算 

修繕料 20,546,931 23,265,140 23,610,160 

道路維持作業委託料 20,119,058 18,364,813 21,848,688 

凍結防止剤散布等委託料 23,893,403 30,401,816 12,706,356 

工事請負費 48,850,780 45,021,900 62,950,398 

計 113,410,172 117,053,669 121,115,602 

 

＜平成２５年度 事務事業評価結果＞ 

【継続（拡充）】財源の確保に努めるとともに、適切な執行体制のもと、

計画的な予防保全による効率的で効果的な維持管理に努めること。公平

性に留意した優先整備基準の明確化を図り、透明性の高い事業推進を望

む。 
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論点 
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◎事務事業評価 論点整理資料 

②排水路新設改良事業費 

選定理由・

勉強会での

意見 

〇意見交換で、「雨水排水は、下水道課の話である」と言われたが、下

水道事業は企業会計でやっているので、財源が確保できなければ受益

者負担の原則に至らないことになるので、そういった観点から「排水

路新設改良事業」の中で、雨水排水事業をまずは計画されているもの

を実行していく。その後の新たな計画も豪雨の状況等を見ながら整備

していく必要がある。 

〇市内に、雨が降ったらすぐに水が溜まってしまうところがどのぐらい

あって、この事業費でどれだけカバーできるのか。 

〇大雨でいつも水につくところを把握しているはずだが、なぜもっと整

備しないのか。特に人家の集中しているところ。例えば、大雨が降れ

ば、楠新聞のところが一番低く、市道が川になっている。 

〇豪雨時に民家に影響する場所があるが、把握できているのか。新設で

やっていくべきではないのか。 

〇年谷川や鵜の川にしても、もともと蛇行している川をまっすぐにして

いるので、水路がうまくつながっていないところが結構ある。水が抜

けきれない。 

〇下水道課との連携大事。 

〇しっかり浚渫できているのか。 

〇予算が少なすぎる。 

〇高齢化・ゲリラで溝掃除難しい。 

〇新設しなければならない場所はどこなのか。 

参考 

 

＜主要施策報告書 主な経費の推移＞         （単位：円） 

主な経費 Ｒ３決算 Ｒ２決算 Ｒ１決算 

調査・測量・設計業務委託料 3,162,500 － － 

工事請負費 2,245,100 9,513,900 9,942,900 

 

＜平成２６年度 事務事業評価結果＞ 

【継続（拡充）】浸水被害地における早期着工を高く評価する。今後、

雨水排水事業の全体計画を推進する中で、よりきめ細かな対策に継続し

て取り組まれたい。 
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論点 
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◎事務事業評価 論点整理資料 

③森林活用推進事業経費 

（森林意向調査実施計画策定業務委託料・森林経営管理権集積計画業務委託料）  

選定理由・

勉強会での

意見 

〇事業自体をどうしていくのかよく分からないので、何をどうしたいの

か明確にしていただきたい。 

〇意向調査は、どう進んでいるのか全く分からない。誰がやるのか、ど

うしていくのか分からない。 

〇意向調査の結果がどうであったのか出されていないのではないか。所

有者の意向がどうであったのか明らかにするべき。 

〇全体計画の中で、どこからどう始めたのか明確にしないと先になる

と、その部分しか見なくなる。全体的な流れの中で、１年目はこうで

あって、２年目はこうであったということが知りたい。そして、令和

３年度の調査の結果どうであり、次にどう生かしていくのか。 

〇令和３年度の２つの計画を出してほしい。どのような内容か分からな

い。 

〇どこに委託して、どうなっているのか。 

〇以前現地視察した西別院町でも何も進んでいないような気がする。 

〇下川町のように、５０年周期で伐採をやっていくという全体計画を立

てて、森林を守っていくという基本線がきちっとできていることが大

事であるが、それなしに、意向調査等をしても生かしようがない。 

〇どこまでが間伐されていて、どこができていない、ここは財産区がど

のように管理していてといった全体図を出してほしい。今後の事業計

画も。 

〇個々の山はプランナーが必要。コンサルはどこまでの役目を果たして

いるのか。 

 

参考 

 

＜主要施策報告書 経費の推移＞         （単位：円） 

経費 Ｒ３決算 Ｒ２決算 Ｒ１決算 

森林意向調査実施計画策定

業務委託料 
6,380,000 － － 

森林経営管理権集積計画業

務委託料 
2,090,000 2,090,000 － 

 

 Ｒ３決算 Ｒ２決算 Ｒ１決算 

森林活用推進事業経費 

（全体） 
31,706,842 36,735,479 20,906,191 
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論点 

 

  


